














































 上記の表のように「あげる」では１人称、2 人称、3 人称とも与え手になれるが、１人称はもら
う人（受け取る人）になれない。 
 例：私はバレンタインデーに田中くんにチョコをあげた。（○） 




















あげる  ̶ （あげる人）は（もらう人）に物をあげる 
   例： （１）（私は）尚子ちゃんにケーキをあげた。 
      （１’）瞳さんは尚子さんにケーキをあげた。 
くれる  ̶ （あげる人）は（もらう人）に物をくれる 
   例： （２）尚子ちゃんは（私に）可愛い人形をくれた。 
もらう  ̶ （もらう人）は（あげる人）に物をもらう 
   例： （３）私は尚子さんに可愛い人形をもらった。 
      （３’）瞳さんは尚子さんから可愛い人形をもらった。 
         尚子さんは瞳さんにケーキをもらった。 
 
 
               
               （3c） 
            うち               （３a） 
                                          
       あげた            くれた そと 







































 例えば：共通語で 「これ（君に）あげるわ」 
     長野県で 「これ（君に）くれるわ」 
  「欲しいならくれるよ」という方言的な授受動詞の使用もある。 

















   非敬意              敬意 
   やる、あげる           さしあげる   
   くれる              くださる 













































 例： 彼は私（妹）に本をくれた。U menga kitob berdi. 
    私は君に本をあげた。 Men senga kitob berdim. 
    君は彼に何をあげた。 Sen unga nima berding? 
    彼は次郎に本をあげた。 U Jiroga kitob berdi. 
   
 ＊ウズベク語の文章の順序は日本語の文章と同じくSOV (subject object verb) 型で、主語が前に、
動詞が文章の終わりにくる。ウズベク語の動詞は人称、時制によって固有の語尾を持っている。 
この文章での単語： U-彼,  men—私 menga—私に,   kitob—本、 
          Bermoq—くれる／あげる、berdi(3人称) —くれた（過去形）、 
          senga—君に,  berdim(１人称) —あげた（過去形）、 
          nima—何、 berding—２人称に対して使う「あげる」の過去 




         日本語 
ウズベク語 
     中立形      丁寧語 
        やる／あげる 
bermoq 
        やる／あげる 
bermoq    
       さしあげる 
bermoq   
       くれる／くださる 
bermoq 
       くれる／くださる 
bermoq 
       くださる 
bermoq 
       もらう／いただく 
olmoq  
       もらう／いただく 
olmoq 






 友達から本をもらった。 Dustimdan kitob oldim.（Dust—友達、Dustimdan—友達から、kitob—
本、oldim—もらった） 









私は鈴木さんに本を送ります。    （事実を客観的に述べている） 
私は鈴木さんに本を送ってあげます。 （好意による行為を表わす） 
友達に本を送ってもらいます。    （好意による行為を表わす） 


























（２）私の代わりに書いてくれた。／Meni urnimga yozib berdi. 
（Meni—私の；urnimga—代わりに；yozmoq—書く、yozib—書いて；berdi—くれた） 
 
（３）早速仕事を始めてくれ。/ Tezda ishni boshla. 





















  ＊「くれる もらう」は同じ意味の文を表すことができるように思えるが、必ずしもそうでは
ない。 
例えば：  
  a) レナさんは私にロシア料理を作ってくれた。 






 × ロシア料理を食べてみたかったけど、レナさんに作ってもらいませんでした。 









（７）9時に来てもらいます。     9時に来てください。 
ウズベク語には日本語の指示の「~てもらう」に当てはまる表現はなく、命令、指示の「~てくだ
さい」とか「~するようにお願いします」を意味する表現に訳される。 
ここにサインしていただきます  ーBu erga qul quishingizni suraiman/ Bu erga qul qiuing. 
（Bu erga—ここに、qul quimoq—サインする、qul quishingizni—サインするように、suraiman—お
















































殺してあげる／やる    uldiraman/uldiradi 










































               意見を言わせていただきたい。 







ウズベク語で「させてもらう／あげる／くれる」と同じ表現がないので、英語の「Let smb. do. 
smth」と同じ表現になる。日本語の「させてもらう／あげる／くれる」の三つの表現は一つの
「ruhsat bermoq」(ruhsat—許可、 bemoq—あげる )になる。ウズベク語での表現を日本語で直訳で
言えば「誰かに何かをするのに許可を与える」になる。 
—行かせてもらいました  
—行かせてあげました     borishga ruhsat berdi. 
—行かせてくれました   
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